
7. 脚を塗装して取り付ける 

脚のセットは白レジンに串をつけ

た状態で提供しますので、まず表

面を紙やすりで均します。 

お好み色に塗装してください 脚を取り付けたい位置に目打ちで

２カ所穴を明けます。 

串に木工ボンドをつけます。 下地の穴にしっかり差し込みま

す。 

脚のガタツキを調整したら完成で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

偉そうなソファ medium（18～22cmドール用）製作マニュアル 
中とじ 「切れ目とパーツの配置図」付き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜製作手順＞ 

1. スタイロフォームの下地を組み立てる 

下地用型紙の裏面全面に両面テー

プを貼って、写真のように外形線

で切り抜きます。 

下地は 4 パーツに分かれています

ので、下地用型紙を貼り付けなが

ら組み立てます。 

背板の裏面に型紙を貼り付けま

す。 

デザインカッターで図のように深

さ 5mm のＶ字型の溝を切りま

す。 

背板全面と背板側面に型紙を貼り

付けます。 

B-R,B-L,H-R,H-L,D-R,D-L の各

区画に極小目打ちで穴を明けて、

先を削って尖らせた背板極小区画

補強用竹ひごを木工ボンドをつけ

て約 1.5cm 差し込み、ニッパーで

切ります。 
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・スタイロフォーム 

 座面 25ｍｍ厚  3 枚 

背板 25mm 厚  1 枚 

・飾りボタン素材 １８セット（見本付） 

ブラッド 6mm 径 

 ステンレス針金 Φ0.3ｍｍ 

・型紙 

綿型紙（綿付）、布型紙（合皮付）、台紙、 

スタイロ貼付型紙、鋲打ち型紙 

・底布（ダブルガーゼ） 

 

キット内容 

 
・ヘラ（スパチュラ、木目込みヘラなど） 

・デザインカッター 

・木工ボンド または スチのり 

・ハサミ 

・目打ち 

・ヤットコ または ラジオペンチ 

ご用意いただくもの 

・脚セット ４本 

・紙やすり 

・T ピン Φ0.7ｍｍ 119 本＋α 

・背板極小区画補強用竹ひご 

・下地補強用竹串 8 本 

・飾りボタン固定用竹ひご(83mm×３、112mm×2) 

・飾りボタン用針 

・極細目打ち 

・補修用スタイロフォーム 

・ニッパー 

・木綿糸（細口） 

・両面テープ（一般用） 

・セロテープ 

・脚の塗装用具 
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以上 



座面をスチのりまたは木工ボンド

で貼り合せます。 

 座面前面に型紙を貼り付けます。 

座面と背板をスチのりまたは木工

ボンドで貼り合せます。 

 

下地補強用爪楊枝を写真のように

4cm くらい差し込みます。 

下地ギリギリをニッパーで切り取

ります。 

下地補強用爪楊枝を写真のように

5cm くらい差し込みます。 

下地ギリギリをニッパーで切り取

ります。 

下地用型紙を写真のように外形線

で切り抜きます。 

下地用型紙を写真のように折って

から剥離紙をはがし、折り目から

下地側面に貼り付けます。 

下辺にピッタリ…のはず。 座面にもピッタリ…のはず。 

 

底板の全面に両面テープを貼り、

底布（ダブルガーゼ）を貼り付けま

す。 

他の区画と同様に、底布も切れ目

に差し込みます。（余分な布は切り

取って残りを差し込みます） 

 

 

 

これで全ての区画の布を張り終わ

りました。 

 

6. 鋲を打つ 

鋲は 0.7mm の T ピンの頭を使っ

て表現します。ニッパーで T ピン

を 15～20mm で斜めに切りま

す。 

鋲打ち型紙の点と点の間をデザイ

ンカッターで破線状に切込みを入

れて外形線で切り抜きます。 

前面の区画Ｌ－Ｌ，Ｌ－Ｒ，Ｍに鋲

打ち型紙を当てて、極細目打ちで

穴を明けてＴピンを差します。 

Ｔピンをヤットコなどでつまみな

がら差し込むと綺麗に差せます。 

鋲打ち型紙を破り取ります。 Ｔピンの頭をしっかり押し込むま

す。区画Ｌ－Ｌ，Ｌ－Ｒ，Ｍに同様

の方法で鋲を打ちます。 
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スチのりを使用する場

合は、両面に薄く塗って

表面が乾いたら強く圧

迫して貼り付けます。 

 

木工ボンドを使用する

場合は、片面に塗ってす

ぐに貼り合せ、固定する

までマステ等で固定し

ます。 

 

 

  
 

  

   

   



裏に通した針金を飾りボタン固定

用竹ひごに巻き付けてねじりま

す。 

ねじった針金をニッパーで短く切

り先を下地に差し込みます。 

全ての飾りボタンの裏側の処理が

終わりました。 

飾りボタンの表側はこのようにな

ります。 

背板裏側の区画Ｎ，Ｏ，Ｐ，Ｑ，Ｓ

に綿を挟みながら布を張ります。 

背板裏側のすべての区画を張り終

わりました。 

背板前面の区画Ｊに布を張りま

す。綿は不要です。側面の切込みは

斜めなので注意してください。 

区画Ｊを張り終わったところで

す。。 

隣接する区画Ｒも同様に布だけを

張ります。 

肘掛の区画Ｘ，Ｙ，Ｔ，Ｕ，Ｖ，Ｗ

に綿を挟みながら布を張ります。 

座面の区画Ｋに綿を挟みながら布

を張ります。（奥から手前方向に張

っていきます） 

前面の区画Ｌ－Ｌ，Ｌ－Ｒ，Ｍに台

紙を両面テープで貼り付けた後

で、綿を挟まず布を張ります。 

 

台紙の裏面全面に両面テープを貼

って、写真のように外形線で切り

抜きます。 

底に貼り付けます。 

底板以外の台紙は後で布張りの時

に使います。 

型紙のつなぎ目をセロテープで補

強します。 

型紙に従ってデザインナイフで

8mm 位の深さで切れ目を入れま

す。 

青線の切り方 

 

赤線の切り方 

切る方向の見本（１） 

切る方向の見本（２） 切る方向の見本（3）  

 

 

 

これで下地が完成しました。 

2. 綿型紙を切り抜く 

綿型紙の外形線に沿ってすべてのパーツを切り抜き

ます。 

表、裏、手すり等おおまかに小分けしておくとよいで

しょう。 
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端はまっすぐ切ると布を差し込

んだ時にめくれてしまうので、

内側に向けて斜めに切る  

  



3. 布型紙を切り抜く 

布型紙の外形線に沿ってすべてのパーツを切り抜きます。 表、裏、手すり、飾りボタン等おおまかに小分け

しておくとよいでしょう。 

 

4. 飾りボタンを作る（忍耐力の修行） 

キットには飾りボタンの完成品 1

本、中間製品 1 本（※）、部品 16

セットが入っています。うち 1 セ

ットは予備で、使用するのは 1７

本です。 

ブラッドの足をヤットコを使って

タコのように外向きに曲げます。 

針金をブラッドの足にＳ字に巻き

つけてねじります。 

足を両側からヤットコで潰して針

金を固定します。（※） 

飾りボタン用布パーツの裏紙をは

がして、ブラッドの頭を軽く接着

します。 

布でブラッドの頭を包み、糸で首

の部分を縛ります。 

余り布を斜めに削ぎ切り、糸をぐ

るぐる巻いてクサビ型に仕上げて

縛ります。 

余り糸が気になるときは、接着剤

で巻き留めます。 

１７本の飾りボタンが完成しまし

た。左側の針はソファにセットす

るときに使用します。 
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5. 下地の各区画に綿を挟みながら布を差し込む 

（区画Ｊ，Ｒ，Ｌ－Ｌ，Ｌ－Ｒ，Ｍ，Ｚは布だけを張って綿を挟みません） 

布を張る手順（１） 

張る区画に両面テープまたはのり

をつけます。 

布を張る手順（２） 

綿パーツの紙をはがさずに、区画

の線にかからないように、紙の側

を貼り付けます。 

布を張る手順（３） 

布パーツの紙をはがして、区画の

上に布をかぶせます。 

布を張る手順（４） 

 

布を張る手順（５） 

一区画の周囲すべての切れ目に布

を差し込みます。 

切れ目の内部で布が二重にならな

いように注意してください。 

背板前面から張り始めます。 

（区画 A～I） 

区画 D-L、D-R は下地が崩れやす

いので、崩れた場合は補修用スタ

イロフォームを区画の形に切って

差し込み、その上から布を張りま

す。 

背板前面を張り終わったら、目打

ちで飾りボタンを取り付ける穴を

明けます。 

飾りボタンの針金部分を針に通し

ます。 

裏側に針を通して、飾りボタンの

針金部分を裏から出します。 

飾りボタンは裏から無理に引っ張

らず、前から押し込みます。 

 

  

  

 

 

  

   

 

ヘラ先で  部分を掴むように 

して差し込みます 
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区画の中央を指で押さえながら

布の端をヘラの先で掴むように

切れ目に布を差し込みます。赤い

線の切れ目はとくに差し込み方

向に注意してください。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

裏面の「切れ目とパーツの配置図」は 

綴じ針を開けば取り外すことができます 

 

  



切れ目とパーツの配置図（65％縮小） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N O-L O-R P-L P-R Q-R Q-L 

R 綿なし 

S-L S-R 

記号の説明 

○―○ 

 

     同形の場合は通番を付与し互換 

 Ｌ，Ｒは左右反転形を表し互いに非互換 

 

同じアルファベットは、同形もしくは左右反転形 

 

（○－○） カッコ内は図の反対側のパーツを表す 

A-1 A-2 A-3 

A-4 A-5 

A-6 A-7 A-8 

A-9 A-10 

A-11 A-12 A-13 

A-14 A-15 

A-16 A-17 A-18 

B-L B-R C-L C-R 

E-L E-R 

F-L F-R 

G-L G-R 

H-L H-R I-L I-R 

J 綿なし 

K L-L 

綿なし 

L-R 

綿なし 

M 綿なし 

D-L D-R 

R 

綿なし 

T-2 

(T-1) 

U-2 

(U-1) 

U-4 

(U-3) 

V-L 

(V-R) 

W-2 

(W-1) 

X-2 

(X-1) 

X-4 

(X-3) 

Y-2 

(Y-1) 

Y-4 

(Y-3) 

Y-6 

(Y-5) 

J 

綿なし 

＜正面図＞ 

＜背面図＞ 

＜底面図＞ 

＜側面図＞ 

Z 綿なし 

6.2ｍｍ 

 

100mm 


